
■はじめに 

 ただいまご紹介にあずかりましたMSH株式会社の鳥

海秀彦と申します。ヨーロッパの輸入金物を取り

扱っています。 

 

■木製サッシの類型（ルーツ） 

 さて，一口に木製サッシと申しましても幾つかの

流れがあり，図1のように分けることができると思い

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1 木製サッシの類型（ルーツ） 

 

 北米・カナダ式の外開き窓であるケースメント窓，

オーニング窓，これらはリールのようなオペレータ

で操作するのが特徴ある印象的な窓だと思います。

スカンジナビア式の回転窓は，外回転窓とあえて書

かせて頂きました。これは枠の外で回転をする窓で

すが，ドイツ式のものは横軸縦軸で枠の中心をピ

ボットで回転させるような窓です。 

 図2の左右の窓は代表的なスカンジナビア式のもの, 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図2 英国・デンマークの窓 

真ん中は上げ下げ窓の木製サッシです。白く塗って

いますが木製サッシの写真です。左側の窓は，トッ

プターンですとかトップスィングといわれる枠の外

で回転する窓です。そして，右は外回転するサイド

スウィングとかサイドターンといわれる窓仕様です。 

図3に示すのは，ドイツのグレッチ・ウニタス（G・

U）社の窓システムです。大型引戸のヘーベシーベ，

パラレルスライド窓，横軸回転窓，これは高窓の換

気用の内倒しのシステムですね。そして，ドレー

キップ窓というものがございます。その応用で折れ

戸システムもあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3 独グレッチ・ウニタス（G・U）社の窓システム 

 

■サッシの定義 

 まずサッシを考える時に，ここでいうサッシとい

うものの定義付けをさせていただきたいと思います。

それは枠と障子が組みになっていて，一体として製

造されるものという認識を，まず根底においていた

だきたいと思います。 

 私は，先ほどからご紹介させていただきましたド

イツのG・U社という金物メーカの日本での業務に長

らく携わっておりますので，ドイツにおける窓，扉

を中心にした開口部材に関連する，昨今のトレンド

を金物の視点からお話させていただきたいと思いま

す。 

 

■ドレーキップ窓 

 さて，ドイツの代表的な窓はドレーキップ窓とい

う，内開き内倒し窓です（図4）。ドレーキップとい

う名称を聞き覚えのある方は多いと存じますが，英 
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語ではチルトターンと申します。日本ではドイツ語

のままドレーキップで定着したものです。ドイツで

は，住宅窓の9割以上がドレーキップであるのが実態

です。障子の全周に金物を巡らして，ハンドルひと

つの操作で，内開き(ドレー)と内倒し(キップ)の使

い分けができ，閉めた状態では枠の四周に設置した

締り点が有効となり，障子を面として締め込みます。

このような開閉機能を有するのは，金物というメカ

を搭載した窓だからということが言えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図4 ドレーキップ窓 

 

 ドイツのG・U社は，7，8年前に金物構造を全面的

にモデルチェンジしました。これは時流に応じた改

訂で，まずは防犯性能の標準搭載，そして金物のメ

カとしての精度の向上でした。欧州連合EUの国々の

間では，国境の出入国の管理を撤廃し自由に行き来

ができるようになりました。それに伴いより水準の

高い防犯性能が要求されるようになりました。 

 

■防犯性能の平準化 

 ドイツを中心とした中央ヨーロッパでは，欧州規

格委員会で防犯性能規格を規定しています。EN1627

～1630というのがそれですが，ドイツではDIN 

EN1627，イギリスではBS EN1627というような形で各

国の工業規格にされています。 

 この防犯性能規格は1999年に準備規格として組ま

れたものですが，一昨年2011年9月に最終決定版に改

定され正式交付されました。この12年の年月におい

て検討してきた必要な条件が盛り込まれたと聞きい

ています。 

 防犯性能等級を6つに分け，RC1NからRC6までの6段

階，実質は7つに分かれますが，RC1NからRC3が，一

般住宅レベルと認識され，RC4から6が設備・国家機

密レベルとしています。この最終稿では特に第2等級

であるRC2が細分化され，第1等級もより明確な規定

となりました。この「RC2」を浸透させようというの

が，それまでヨーロッパでの市場のテーマであった

と認識しています。錠前，金物，ガラス，それぞれ

の中心資材の等級に見合う供給体制，窓・扉の製造

者側の認識，そして対応。これらがすべて平準化さ

れた上での最終稿の決定だと理解できます（表1）。 

表1 防犯性能基準の平準化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ドイツの省エネルギー条例 

 一方，ヨーロッパ市場のテーマはドイツの省エネ

条例に対応する住宅，その重要部材となる開口部材

の製造・供給です。大まかに捉えると，高断熱と計

画換気・排気です。これは金物と関係なさそうに思

いますが，全く逆で，金物のメカとしての精度が要

求されています。 

欧州連合EUでは地球温暖化対策としてのCO2削減，こ

れを目指すために建物のエネルギー性能に関する指

令を2002年12月に制定，2003年1月に公式文書として

発表しました。そこで，一次エネルギーの消費を30%

削減すると提唱いたしました。この一次エネルギー

と言いますのは，暖房・冷房・除湿・換気・給湯・

家電・照明・調理に消費するエネルギーのことをい

います。 

 ドイツではこの流れを受けて，省エネルギー条例，

省エネ法ともいいますが，これを規定いたしました。

数年毎に改正され，現行規格は2009年3月に公示しま

した，略称でEnEV2009といわれるものです。 

CO2排出量減少を考慮して，新築住宅における許容年

間熱使用量を規定し，使用熱量の事前把握，熱発生

および供給する装置別のエネルギーの効率の評価法

ですとか断熱基準，独立機関によるその検証と結果

表示義務など，非常に細かい規程・規格・基準，ま

た義務というものを規定しています。 

 そのEnEVがそれぞれ熱貫流率というのを規定して

います。屋根もあり壁もあり，地下の物置の床の部 
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分もあり，ドアがあり，そして窓がある。窓はUw値

という形で規定されていますが，1.3以下にすること

であります。対象は新築住宅の窓と既設住宅の取り

換え窓です。なお，このU値というものは，数字が小

さいほど断熱性能が高くなるというものです。 

 

■EnEV2009規定，窓の断熱性能基準 

 窓，バルコニードアにドレーキップが使われてい

ます。その中心となる窓の熱貫流率Uwの値は，まず

形材，框・枠の材質・形状の熱貫流率，フレームのU

値というものを求めます。そして，ガラスの熱貫流

値，ガラスのスペーサーの熱貫流率を記載します。

これらからDIN EN ISO1077に基づく計算をします

（図5）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図5 窓の断熱性能基準（EnEV2009） 

 

 今現在，この改訂版はドイツでも議論されている

ようですが，窓として0.9未満という議論がされてい

ました。それはまだ決まっていません。余りにきつ

すぎるのではないかということで，目下の見通しと

しては13年，今年に改訂がなされて，窓のU値は 

0.95W/m2K以下になるであろうというのが，市場の議

論になっています。ご参考までですが，JISにも同様

のU値の計算というものが規定されています。 

 問題は窓全体の熱貫流率を，1.3以下に抑えるとい

う基準，そして将来的には0.95ないし0.9未満に抑え

るという見通しにより，窓の構造，形材に変化が生

じております。 

 まず，アルゴンガス充填のトリプルガラスが主流

になるでしょう。必然的に障子の框の見込みも大き

くなるでしょう。相対的に見付けは小さくなります。

また気密材を回す数も，一重から二重，三重へと増

やすことになりましょう。 

木製ドレーキップ窓では Uw値を1.3以下にするため

に，それまでの標準であった見込み，これはドイ

ツ・ヨーロッパでの標準ですが，それまでの標準

56mmから最低でも68mmの障子厚は必要であると認識

されています。 

 G・U社の技術部門ではサッシの熱貫流率に関して，

障子の見込み，厚さ別に試験をしています。また，

針葉樹を使った場合，広葉樹を使った場合，また水

切り材を付けているか付けていないかというもので

試験した結果もあります。 

 これらの考察により，ドイツ国内ではもはや障子

見込み56mmというのは姿を消しました。将来的目標

値0.9未満というものを狙うためには，88mmもしくは

それ以上の障子厚が必要であるという認識で，今後

は88mmが新たな標準となりつつあります。 

 

■最先端のドレーキップ窓 

 これは最先端の障子厚90mmでございます（図6）。

サッシの熱貫流率Uwは 0.94以下というものをマーク

しているそうです。框の厚みが大きくなり，見付け

というのが必然的に小さく見えてきます。框の厚み

が大きくなりガラスをトリプルにすることによって，

障子の重量も重くなります。金物も必然的に強度，

耐荷重の性能はより高いものになります。ドレー

キップ窓に関しても，障子の最大高さで2800mm，重

量で150kgの適用範囲を広げています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図6 最先端のドレーキップ窓 

 

 これらの範囲を広げるということは基本的な金物

の構造に変わりはないのですが，周辺部材の強化・

変更などが加わって，ドイツではどんどん図面が書

きなおされています。そのような状態の中で，私も

今情報整理に苦慮しているところではあります。そ

のような状況を受けて展示会での写真を一例として

ご覧頂きましょう（図7）。 
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図7 パッシブハウス研究所仕様の窓 

 

 昨年のニュルンベルクで開催されたフェンスター

バウでのG・U社の展示品の中からですが，日本でも

その名を聞きますドイツ・パッシブハウス研究所仕

様のドレーキップの両開き窓です。障子の見込みは

110mm，Uw値は0.8未満というのが仕様になっていま

す。このように，省エネルギー，CO2削減という試み，

熱貫流率を小さくし断熱性能を上げる方向性は，い

わば密封空間を求めるような動きですが，一方でま

た必要とされる要件は，計画換気であり排気という

ものの必要性です。 

 

■改めてドレーキップ窓とは 

 このような流れが，現在のドイツ・ヨーロッパの

トレンドですが，ここで基本に立ち戻ってドレー

キップ窓は何かということをお話させていただきた

いと思います。 

 ドレーキップ窓が日本に上陸して30年超になりま

す。北海道では早い時期よりドレーキップ窓は製造

されてきました。しかし未だに誤解をされている向

きが見受けられますので，あえて私よりしつこく説

明させていただきたいと思います。 

 ドレーキップ窓では，窓を開けておく内倒しの状

態が自然換気のポジションになります（図8）。内開

き窓は住空間を食われて，狭い日本の住宅では不利

であるとよく言われますけど，内開きは屋外側の掃

除のポジションだと認識してください。2階や3階の

窓ガラスを，室内から安全に掃除できる窓であると

認識していただきたいと思います。 

 窓の外側のガラスを掃除するという頻度は，年に

どのくらいあるでしょうか。お考えになってみてく

ださい。また窓のお手入れや，メンテナンス修理や

調整などを外に足場を組むことなく，室内から行え

ます。それがドレーキップ窓です。もう一度申し上

げます。このドレーキップ窓の開けるという行為は，

内倒しにして自然換気ができるポジションにするこ

とです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図8 ドレーキップ窓の開きポジション 

 

 冬場は自然換気のポジションでは寒くてかなわな

いじゃないかと言われると思いますが，実はあまり

知られていないことなんですが，この状態でハンド

ルを45度回すと上が1cmぐらい開きます。いわゆる隙

間風構造です。これで室内との換気を図ることも可

能なわけです。 

 

■ドレーキップ窓金物 

 合わせて，もうひとつ申し上げなくてはなりませ

ん。ドレーキップ窓金物には約束事が多々あります。

ドイツ国内では日本のベターリビングに相当する機

関で，RAL（ラル）という機関があります。ここがド

レーキップ窓の規格ならびにドレーキップ窓の金物

の規格を規定しています。金物メーカ各社の金物の

構成や構造のコンセプトは，各社各様で多種多様で

す。しかしながら，各社ともRALの規格・認証を取っ

ております。その上で，金物のメカとしての精度を

上げて競っています。窓として要求される性能，す

なわち気密，水密，耐風圧，防音，防犯，断熱，そ

してドイツにはない防火というものも含めて，各種

性能の最高レベルを実現できる根拠は，金物の精度

が寄与しています。 

 しかし，これは同時に窓製造業者の方にも加工組

立の精度を要求します。残念ながら，この窓は金物

ありきで作れるものではありません。相応の設備，

刃物が必要です。また，金物そのものの理解・認識

も必要です。私の所にしばしば，「この窓作ってみ

たい，設備はないが腕はあるんだ。金物があればな

んとか作るから，金物売ってくれ」，といった引き 
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合いを頂戴するのですが，すべてお断りしています。 

これは，決して我々が慢心しているものではありま

せん。相応の設備投資の覚悟が必要であるというこ

とを，理解いただきたいと思います。ドイツ・ヨー

ロッパでは木製サッシは工業生産品の位置付けに

なっています。工業製品であります。ぜひお覚悟を

決められた方々には我々も協力をしたいと望んでい

ます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

■ここまで進化したドイツ窓 

 最後に，いろいろな機会に紹介していますドイツ

窓の簡単な歴史とその特徴をまとめて読み物風に記

載しました（図9，10）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図9 ここまで進化したドイツ窓 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図10 ドイツ窓の進化の証拠 

 

■おわりに 

 私は，このドレーキップ窓の良さを理解してくだ

さる方，製造される方，そして現実にドレーキップ

窓をご愛用くださる方が増えてくださることを常々

切に願ってやみません。 

 私のお話は以上でございます。ありがとうござい

ました。 

（文責 前田典昭） 
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